抗がん剤使用患者の服薬情報提供書（トレーシングレポート）
	送信元情報
	患者情報

	薬局名称：
薬局所在地：
電話番号:
FAX番号:
	患者ID：　　

	
	患者イニシャル：

	
	生年月日：　　　　　　年　　　　月　　　　日

	
	診療科：
	処方医師：

	担当薬剤師名:
	情報確認日：　　　　　年　　　　月　　　　日


【情報提供の同意】
聴取した相手：　☐患者本人　　　　☐家族(　　　　　)　　☐その他（　　　　　　　　　　　　　）
☐この情報を伝えることに対して患者の同意を得ました
☐患者は主治医への報告を拒否していますが、治療上重要だと思われますので報告致します。
【報告内容】
	☐	有害事象について
	☐	抗がん薬適正使用に関する情報

	☐	処方内容の服薬状況（アドヒアランス）について
	☐	併用薬について

	☐	残薬調整について　　　　
	☐	処方内容関連の提案について

	☐	その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


副作用の項目(CTCAEv5.0に準拠したGrade評価)
	☐	悪心：Grade＿     
	☐	嘔吐：Grade＿    
	☐	便秘：Grade＿    

	☐	下痢：Grade＿     
	☐	末梢神経障害：Grade＿    
	☐	口腔粘膜炎：Grade＿     

	☐	手足症候群：Grade＿    　　　　
	☐	爪囲炎：Grade＿     

	☐	その他（症状：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


	【薬剤師からの情報提供・処方提案等】

	

	返信希望あり☐

	＜返信欄（病院使用欄）＞
☐報告内容を確認しました 　☐次回から提案通りに変更します  ☐提案内容を考慮して以下の通り対応します




返信日：　　　年　　月　　日　　聖路加国際病院薬剤部　薬剤師　　　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　



 FAX番号：03-3543-7307 

 送信先：聖路加国際病院　医療連携室　御中 　　 報告日：　　　年　　　月　　　日 

※注意　このFAXによる情報伝達は疑義照会ではありません。疑義照会の場合は通常通り電話にてお願いします。
（病院HP：http://hospital.luke.ac.jp　代表番号：03-3541-5151）
※この用紙が誤送信されてきた場合には、お手数をお掛けしますが送信元へご連絡の上、速やかに破棄して下さい。
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CTCAE Grade表

症状 定義 Grade 1 Grade 2 Grade 3 Grade 4

悪心

ムカムカ感や嘔吐の衝動 摂食習慣に影響のない食欲低下 顕著な体重減少, 脱水または栄養失調を伴わ

ない経口摂取量の減少

カロリーや水分の経口摂取が不十分; 経管栄

養/TPN/入院を要する

-

嘔吐

胃内容が口から逆流性に排出

されること

治療を要さない 外来での静脈内輸液を要する; 内科的治療を

要する

経管栄養/TPN/入院を要する 生命を脅かす

便秘

腸管内容の排出が不定期で頻

度が減少、または困難な状態

不定期または間欠的な症状; 便軟化薬/緩下

薬/食事の工夫/浣腸を不定期に使用

緩下薬または浣腸の定期的使用を要する持続

的症状; 身の回り以外の日常生活動作の制限

摘便を要する頑固な便秘; 身の回りの日常生

活動作の制限

生命を脅かす; 緊急処置を要する

下痢

排便頻度の増加や軟便または

水様便の排便

ベースラインと比べて＜4回/日の排便回数増

加; ベースラインと比べて人工肛門からの排

泄量が軽度に増加

ベースラインと比べて4-6回/日の排便回数増

加; ベースラインと比べて人工肛門からの排

泄量の中等度増加; 身の回り以外の日常生活

動作の制限

ベースラインと比べて7回以上/日の排便回数

増加; 入院を要する; ベースラインと比べて

人工肛門からの排泄量の高度増加; 身の回り

の日常生活動作の制限

生命を脅かす; 緊急処置を要する

末梢性運動ニューロパチー

末梢運動神経の損傷または機

能障害

症状がない; 臨床所見または検査所見のみ 中等度の症状; 身の回り以外の日常生活動作

の制限

高度の症状; 身の回りの日常生活動作の制限 生命を脅かす; 緊急処置を要する

末梢性感覚ニューロパチー

末梢知覚神経の損傷または機

能障害

症状がない 中等度の症状; 身の回り以外の日常生活動作

の制限

高度の症状; 身の回りの日常生活動作の制限 生命を脅かす; 緊急処置を要する

口腔粘膜炎

口腔粘膜の潰瘍または炎症 症状がない, または軽度の症状; 治療を要さ

ない

経口摂取に支障がない中等度の疼痛または潰

瘍; 食事の変更を要する

高度の疼痛; 経口摂取に支障がある 生命を脅かす; 緊急処置を要する

呼吸困難

息苦しい不快な感覚 中等度の労作に伴う息切れ 極めて軽度の労作に伴う息切れ; 身の回り以

外の日常生活動作の制限

安静時の息切れ; 身の回りの日常生活動作の

制限

生命を脅かす; 緊急処置を要する

Grade 1 Grade 2 Grade 3 Grade 4

症状・頻度 食欲の低下、食事摂取量に変化なし 食事摂取量の低下 食事をとれない、気持ち悪さが1日中続く

要注意

症状・頻度 1日1-2回 1日3-5回、食事摂取量の低下 1日6回以上、食事摂取が困難 脱水、栄養摂取が困難

要注意

症状・頻度 不定期に緩下剤使用にて排便あり 排便を得るために連日緩下剤を使用

緩下剤使用で排便がない

摘便を要する

排便がなく

腹痛、悪心・嘔吐の増悪が見られる

要注意

症状・頻度 普段より1～3回、排便回数が増える 普段より4～6回、排便回数が増える 普段より7回以上、排便回数が増える 腹痛、血便、脱水、発熱の症状を伴う

要注意

日常への影響

少し ある程度

箸が持てない

ボタンが掛けにくい

歩きにくい

物が持てない、歩けない

要注意

症状・食事摂取量 症状はあるが食事摂取は可能

痛みがあり食事摂取量の低下

食事内容の変更

痛みが強く、固形食の飲み込みが困難

広範囲の紅斑を伴う潰瘍、

疼痛により栄養摂取ができない

要注意

症状・頻度 階段や坂道で息切れがある ゆっくりと歩行した場合も息切れがある 座っていても息が切れる 息切れで動けない

要注意

呼吸困難

空咳・呼吸苦・発熱の3症状がそろっている場合には要注意

末梢性運動ニューロパチー/

末梢性感覚ニューロパチー

具体的な症状

止瀉薬（ロペラミド）を2-3回使用しても症状が続く場合

口腔粘膜炎

食事摂取ができない、水分摂取が出来ない場合

悪心

手持ちの吐き気止めを使用しても症状改善が得られない、水分摂取が出来ない場合

嘔吐

手持ちの吐き気止めを使用しても症状改善が得られない、水分摂取が出来ない場合

＊Common Terminology Criteria for Adverse Events (CTCAE) version 5.0-JCOG版より引用

便秘

4-5日間排便が見られない、腹痛の出現、悪心・嘔吐の増悪など

症状

ボタンが掛けられない、箸が持てない、入浴ができない、歩きにくいなど日常生活に支障ががある場合

下痢


